
本章のおもな明細書記載ポイント

歯髄保護，歯髄切断
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算定項目等 記載欄 明細書略号
「摘要」欄記載
（○：原則必要，

△：場合により必要）

■処 置
歯髄保護処置（1 歯につき）
　歯髄温存療法 ❶
　直接歯髄保護処置 ❷
　間接歯髄保護処置 ❸ 所定欄

生活歯髄髄切断（1 歯につき） ❹
　　永久歯の歯根完成期以前および乳歯の加算 ❺

※ 「摘要」欄記載事項については，「本章のおもな明細書記載事項・記載例（本誌 286 頁）」を参照のこと．

・ 生活歯髄切断のために表面麻酔，浸潤麻酔または簡単な伝達麻酔を用いた場合は，使
用薬剤の医薬品名，規格・単位（％，mL　または mg 等）および使用量を記載する．

・ 直接歯髄保護処置，歯髄温存療法の経過観察期間中に抜髄を行った場合の明細書記載
は，本資料 E-3抜髄・感根処・根充 を参照．

・ 歯髄除去を行わない場合の明細書の傷病名は，
「Pul」ではなく「C」とする．


